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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

The Reduced Expression in Immortalized Cells 遺伝子を強制発現させるアデノウイルスベク

ター（Ad-REIC）を癌細胞に感染させると癌細胞特異的にアポトーシスを誘導し、抗腫瘍効

果を発揮する。我々の前臨床試験、臨床試験の結果では Ad-REIC 遺伝子治療局所投与による

直接腫瘍抑制効果と、間接腫瘍抑制効果を認めている。本研究では Ad-REIC 遺伝子治療によ

る癌抗原特異的細胞障害性 T 細胞（CTL）の誘導効果を検証した。卵白アルブミン（OVA）

を発現した E.G7 細胞を用いて、マウス腫瘍モデルを作成し、Ad-REIC 遺伝子治療による OVA
特異的 CTL の誘導効果を検証した。Ad-REIC 遺伝子治療により腫瘍局所と脾臓での OVA 特

異的 CTL の誘導が認められた。所属リンパ節では CD86 陽性樹状細胞が増加していた。両側

腫瘍モデルで片側のみ Ad-REIC 投与を行った実験では未治療側の腫瘍増殖抑制と腫瘍内での

OVA 特異的 CTL の増殖を認めた。 


